
I:5 1l本将毎の会

にアオパズクが営巣している。神社は私の家

から1.6キロほどの所にある。1995年にこのア

オパズクの観察をはじめてから今年で4年目で、

雛は1995年4羽、 1997年0羽（渡来し交尾行動

は見られたが繁殖しなかった）、1998年2羽が

巣立つた。

毎年4月下旬になると初鳴きが気になり、境

内に足繁く通うようになる。初鳴きにはじま

りペアの形成、交尾、産卵、抱卵、解化、子

育て、雛の巣立ち、そして10月上旬の渡去ま

でアオパズクとの付き合いは約6ヵ月におよぶ

ことになる。そこには四季の移ろいの中で、

アオパズク一家の固い紳で結ぼれた生活があ

り、いろい

ろな行動

と生態が

見えてく

る。

観察中

に出会う

神社の宮

司さん一

家及び周

辺の人達

も「フクロ

ウの声は

よく耳に

するが姿
アオパズクが営巣するケヤキ

いていた

か」。「あ

の行動と

生態のこ 進む併の枯れ込みと広がる葉蔭のない空間

とが話題になり次第に虜になって行く。

アオパズクが繁殖するための条件は、営巣

ができる樹洞があること、夏の日差しをさえ

ぎるこんもりとした葉蔭があること、子育て

に必要な餌があることの3点である。気掛かり

なことは年々悪化する生息環境であり、高さ

35メートノレ、胸高径3メートノレの営巣木の幹が

枯れ込み、これにともなって葉蔭のない空間

の広がりが進んでいることである。すでに境

内南西側にある19本の杉木立がすべて立ち枯

れしている。雛が巣立つてから埼に使用する

参道脇の杉8本が、今年になって切られてしま

った。市街地にあって、アオパズクが繁殖で

きる諏訪神社の森は貴重である。今後も繁殖

を見守っていきたいと思っている。
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1996年4羽
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1997年のワシタカの渡り一斉調査結果について

調査結果
昨年の9月21日に会員の方に呼びかけて、ワ

シタカの渡りの一斉調査を行いました。遅く

なりましたが、その結果を報告させてもらい

ます。昨年の秋は天候の不順な日が多く、な

かなか渡りが見られませんでした。調査の前

日9月20日には、支部報で報告したように大規

模な渡りが見られ、大部分のワシタカが渡っ

てしまったのではないかと思われました。さ

らに当日の天候がくもり時々雨と恵まれなか

ったため顕著な渡りは見られませんでしたが、

表lに示した6箇所で、調査を行っていいただき

ました。この中で、長岡市八方台、小千谷市

山本山、守門村大倉、川西町白倉峠は距離的

にも近く、同時に観察を行えば渡りのつなが

りが分かるのではないかと期待をかけた場所

でした。しかし表lのとおりで期待したような

結果とはなりませんでした。私が想定したルー

トとしては、長岡市の八方台や守門村大倉を

通過したワシタカが小千谷市山本山を通って

川西町白倉峠に至るものでした。（図1参照）

上昇気流をつかまえながら帆朔を繰り返すワ

長問。
b.八方台

10.手グ

長岡市末崎 朗

シタカが時速何kmで渡るかはっきりしません

が、八方台から山本山まで直線距離で、約17.0km、

大倉～山本山聞は約14.2km、山本山～白倉峠聞

は約10.花mなのでどの区間もせいぜい30分程で

飛んでしまうと思われますが、観察できたワ

シタカの種類と時間帯が結び付くと考えられ

るでデータはほとんどないようです。これに

ついては調査日に渡ったワシタカの数が少な

かったためかもしれませんが、ワシタカの渡

りが今まで私が推測していたような単純な線

で結べるようなノレートがあるわけではないと

いう可能性が高いと思われます。ちなみに大

規模な渡りが見られた9月20日の午前中の小千

谷市山本山と川西町白倉峠の観察結果は表2の

ようになりました。この日は逆に山本山を通

過した個体が多すぎて、渡りを結び付けるこ

とが難しいのですが、いくつか結び、付けるこ

とができると思われる記録もあります。しか

し、それぞれの個体数を見ると山本山がサシ

パ444、ハチクマ145であったのに対し、白倉

峠はサシパ98、ハチクマ38と1/4程度である

ため、強く結び付いた渡りのノレートがあると

は言い難いと思います。後でこの目、山本山

で観察していた人に聞くと、山本山を通過し

たワシタカは西に向かって、つまり白倉峠よ

りヰヒ側に向かって飛んで行った個体が多かっ

たとのことでした。また、白倉峠を通過した

個体も西側の高柳・松代方面へ向かう個体と

南西側の津南方面へ向かう個体があり、渡り

のノレートが単純でないことを示していると思

います。

渡りのルートについての考察
図らずも昨年のような形で一斉調査を行っ

＜＝＝＝ 予忽ルート｜ ても、渡りのノレートを結び付けることは難し

図1 調査位置図

いという点は、はっきりしてきたようです。

昨年の調査に協力していただいた方には申し
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表 1 1998年9月21日 一斉調査結果 、

調査地 長岡市八方台 守門村大倉 小千谷市山本山 川西町白倉峠

9:06ハチクマ 1

サシパ 1 

ツミ 1 

調 9: 15ハイタカ 1

9:45ハチクマ 1

10:02ハイタカ 1

10:31ハチクマ l

10:43ハチクマ1

10:47サシパ 3 
10:48大型sp. 1 10:48ハチクマ1

査 10:50大型sp.1 10:51ハイタカ 1 10:49ハチクマ2
サシパ 4 

I 10:54サシパ 1 

10:55ハチクマ2 10:55サシパ 1 

10:56サシパ 3 

10:58ハチクマ1

11:00ハチクマ2 11:04ハイタカ 1

結 11:07サシパ 1 

11:10ハチクマ4 11: 1 lハチクマ3 11:08サシパ 2 
11: 12ハチクマ 1 11: 121、チクマ 1 11: 12ハチクマ1

11:131、チクマ 1 11: 14サシパ 1 

11: 16サシバ 2 
11: 17サシパ 1 

11: 19サシパ 1 11: 19サシパ 3 
果 11 :22サシパ 3 11: 22ハチクマ5

11:27サシパ 1 サシパ 3 

11 A5ハチクマ1

11:52ハチクマ1

16:20千ョウゲンポウ1

言十 7 1 1 1 2 3 9 

※中条町櫛形山では8:10～12:00の間1羽も渡らず。

青海町大平峠では10:45ハチクマ 1、10:51ハヤブサ1でした。

円。



表
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小十谷市山本山 川西田 白倉院

時間 サシパ ハチクマ その4也 時間 サシパ ハチクマ その他
7:30 8:25 3 

8:52 1 6 5 
2 1 3 5 3 8:5'1 2 

8:58 4 1 
9:02 1 8 3 

9:05 1 1 2 ハイタカ 1
9: 10 2 9: 11 6 
9・17 ハイタカ 2
9: 19 1 9: 19 4 3 
9:21 1 1 
9:22 1 8 ハイタカ2
9:27 1 6 1 
9:28 4 
9:30 
9:35 30 1 0 9:36 1 
9:40 1 9:38 1 
9:41 1 9 :-10 2 
9:42 3 
9:43 1 9 :-13 2 1 
9:44 1 0 
9:45 1 6 1 9:45 1 
9:49 9:-18 2 4 
9:50 1 
9:51 9 9:53 3 
9:56 6 9:58 9 2 
10:01 ハイタカ2
10:05 8 10:05 2 1 
10: 10 2 ノ、イタカ2
10: 11 イヌワシ1 10: 12 3 
10: 13 3 I 0: 14 8 

10: 16 1 1 
10: 17 2 1 

10:20 ツミ1 10:20 2 4 小型SP.1 
10:25 47 10:23 1 0 2 
10:29 2 
10: 31 2 10・30 1 
10:35 3 
10:36 1 
10:40 ハイタカ 1
10:43 6 ハイタカ2
10:46 3 1 7 
10:49 2 
10:50 1 3 
10:53 1 10:52 3 1 
10:59 1 
11: 00 6 
11:01 1 大型SP.2 
11: 11 1 7 2 
11: 12 1 ハイタカ 1 11:12 2 
11: 15 23 1 
11: 18 1 
11: 19 ハイタカ 1
11:22 2 イヌワシ l
11:23 1 
11: 37 5 
11: 51 1 1 

11:55 1 
11:56 1 

計 444 1 4 5 その他20 計 98 38 その他 1 
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訳ないのですがこれも貴重な一つの調査結果

であると思います。1994年から調査結果を支

部報に載せてもらっていますが、今までの多

くの方々からの調査結果を総合すると次のよ

うな点を指摘できると思います。

①上 ・中越地方でサシパとハチクマの渡り

がはっきり見られるのは9月中旬から10月

上旬にかけてである。

②渡っていく方向は、南西方向が中心で、

西から南にかけて飛んで行くものと考え

られる。

③渡りは天候に左右され、悪天候が続いた

後の晴天の日に顕著な渡りが見られる確

率が高い。

④過去に多数の渡りが見られた場所は、毎

年多くの渡りが見られる傾向がある。

このうち私は④に注目して見たいと思いま

す。もし、ワシタカが全くノレートを定めない

渡りをしているのなら、毎年同じ場所で渡り

が見られる確率はもっと少ないと思います。

ワシタカは、他の鳥と違い上昇気流を利用し

ながら渡るという特徴があるので、決まった

場所で見られるのは何かその辺に理由がある

ような気がします。その点についてもう少し

考えて見たいと思います。

図2は、これまでの観察記録が多い中越地区

から上越地区にかけての簡略化した地形図で

す。これを見ると、この地域にはワシタカが

渡る方向と平行な北東から南西へ向かつて陵

線を伸ばしている丘陵地帯がいくつもあるこ

とが分かります。長岡の東山丘陵、西山丘陵、

三島町と出雲崎町 ・西山町との境にある丘陵

などがそうです。いままでの観察からワシタ

カは、これらの丘陵に沿って渡っていると考

えられます。これは丘陵の陵線周辺では渡る

のに必要な上昇気流が得やすいことと、もう

一つ陵線そのものを渡る方向の目印にしてい

るということがあるのではないかと私は思い

ます。しかし、この地域には、他の丘陵と同

じように北東から南西方向に陵線を伸ばして

いるにもかかわらず、これまであまり大規模

な渡りが観察されていない南魚沼と中魚沼の

境の魚沼丘陵があります。魚沼丘陵がなぜワ

シタカの渡りの観察記録が少ないかと考える

ことも重要と恩われますが、

その前にまず渡りの観察記

録が多い箇所はなぜ記録が

多いのかについて考えて見

たいと思います。

図3は毎年多くのワシタカ

の渡りが観察される小千谷

市山本山周辺の略図です。

山本山は、その東側に信濃

JI Iと魚野川の合流点があり

ます。したがってここより

東側から渡ってくるワシタ

カは必ずこのどちらかの川

を横切らなければなりませ

ん。図3を見ると、山本山は

小千谷市から川西町、津南

町へと続く丘陵から東へと

張り出しており、しかも台

地状にせり上がっているた

め川を越えたワシタカが最

双

山

日本海

図2 上・中越地方の地形図
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形県より以北から渡ってくるワシタカの通過

点とも考えられる東山丘陵があり、北東から

東側には下田村、栃尾市、入広瀬村、守門村‘

広神村、山古志村などの低山帯が広がってい

ます。つまり、山本山は、地形的にも位置的

にも広い範囲からワシタカが集まってきやす

い条件がそろっていると思われます。もう一

川 ｜つ数多くのワシタカの渡りが見られる牧村の

牧峠はどうでしょうか。図2で牧峠周辺を見

てみると牧峠は北東から南西に伸びた関田山

脈のほぼ中心に位置しており、その北から東

側にはかなりの数のサシパとハチクマが繁殖

していると思われる東頚城丘陵が広がり、さ

らに、その北から東側には山本山や海岸部の

丘陵地帯があるため、牧峠はかなり広い範囲

からワシタカが集まる可能性があります。ま

た、その直下に切れ込む谷は深く、上昇気流

が得やすい地形になっています。他の地点と

比べてワシタカの観察数が多いこの2箇所は、

広い範囲からワシタカが集まりやすい条件を

備えていると思います。ここで、観察数の少

ない魚沼丘陵について考えてみると、魚沼丘

陵そのもので繁殖するワシ

由ー

Eコ丘陵・山地
図3 山本山周辺図

初に上昇気流を得るための中継地として利用

しやすくなっています。もう一つここで考え

たいのは、渡ってくるワシタカの繁殖地のこ

とです。渡ってくるワシタカの多数を占める

サシパは日本では青森県より南の低山地帯で、

ハチクマはサハリンより南の低山地帯で繁殖

するとされています。山本山は、北東側に山

図4 j度り予想図（よ・中越）

ーー 陵線

4ーー 予惣ルート

po 

タカは、ともかくとして、

北側に広がる丘陵地帯のワ

シタカの多くは山本山方面

へと渡って行くと予想され

ますし、東側の魚野川沿い

の平野部は広く、上昇気流

を得にくいうえに、その東

側にある越後山脈は2,000m

級の高い山が連なっており

比較的低山帯は少なく、さ

らに東の群馬県や福島県か

ら多くのワシタカが渡って

くるとは考えにくいと思い

ます。このように条件に恵

まれた地点のワシタカは分

散して渡っているか、もし

くは渡るのに都合のよい上

昇気流を求めてl:J~l羽が自

由に渡っているのではない



、、

品、
〆
／ 

，． 

、h 1 

ー

メ
....... 

川西町白倉峠のタカ柱 （撮影：黒鳥善助氏）

かと予想できます。事実、他県でもたくさん 牧峠の観察数は他の地点より飛び抜けて多い

のワシタカの渡りが見られる地点の周辺では

意外とそれほど多くの数は

観測されていません。図4に、

今までの調査結果から私が

予想したワシタカ（サシパ、

ハチクマ）の渡りの状況を

示しました。私はワシタカ

は、渡る際に一定のノレート

をもって渡るのではなく、

渡るのに都合のよい場所に

集まってきては、 上昇気流

を求めるなどの理由から分

散するというふうに、集合

と分散を繰り返しながら渡

っているのではないかと現

在は考えています。したが

って、たくさんのワシタカ

が見られる場所と見られな

い場所が存在するようにな

るという推測です。実際1998

年度の観察結果も山本山と

ょうです。（ただし、これは観察日数の違いも

日本海

国
一
↑

図5 渡り予想図 （上越）
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もあるかもしれません）このような私の仮説

に基づいて考えると平野部であまり渡りが観

察されない点や西頚城地方であまりまとまっ

た渡りが見られない理由も説明がつくような

気がします。平野部では連続して上昇気流を

得にくいうえに、林も少なく天候が悪い時に

休息も しにくいと考えられます。そう考える

と西頚城地方の東側から渡ってくるワシタカ

は関田山脈に沿って長野県側に渡り、西頚城

を通過しない個体が多いのではないかと推測

できます。また、西頚城地方は海岸部まで山

が追っており、海野近くでも上昇気流は得や

すいうえ、その陵線は複雑で様々な方向へと

伸びており、ワシタカが分散しやすく中越地

方ほど渡りを観察するのに適した地形ではな

いという感じがします。（図5）実際の観察記

録でも南の長野県に向かう個体と西の富山県

に向かう個体がいるようです。

以上、長々と私個人の推測を綴ってきまし

たが、当然間違っている部分も多いと思いま

す。私の推測と異なる考えや観察結果があり

ましたらぜひ聞かせてください。最後に1997

年度の一斉調査に協力していただいた下記の

皆犠に心からお礼を申し上げたいと思います。

大変ありがとうございました。

調査に協力していただいた皆様

（敏省略、順不同）

立野政信、長谷川誠、末崎興助、中山正則、

久保田健彦、久保田千華子、桑原哲哉、柳瀬昭彦、

黒島善助、笠原勇一、野紫木洋
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’ d奏つばらいのさえずり ’ 
’ 柏崎市小林成光 ’ 
酒に酔うと笑いだす人もいれば、泣き出す

人もいる。怒りだす人もいれば、口説きだす

人もいる。無口になる人、踊りだす人、歌う

人、けなす人、おおぽらの人、いやでも合わ

せる人、ただただ聞き役の人、様々だ。

当然その時の体調、メンバ一、環境、料理

や酒の種類にもよって酔い型は違う。型は違

うが、酔っぱらいは一生懸命さえずっている。

家族の観察によると、私の酒の酔い型は、

にぎやか、にわか講釈士タイプらしく、それ

も日本酒を飲んだ日は最悪で、パタンキュー

で翌日何にも覚えていない事が多いとのこと

だ。

宴会などで夜遅くなる目、娘どもは気配を

感じて 「お母さん、そろっと爺さんが帰って

くるとウノレサイから早く寝ょうヨJとなる。

ちなみに「お母さんJとは私の妻であり、「爺

さんJとは私のことである。つまりお母さん

と爺さんは夫婦なのだ。

言葉を慎めパカヤロー！

先日、気の合った仲間と一杯飲んだ。全員

来年は兎（うさぎ）年だと言うが、私は酉（と

り）年だと主張した。小生日く「来年は鵜と

鷺でうさぎ、実はうさぎは鳥なんだ。その証

拠にうさぎは1~312羽と数えるだろうが！ J 

それで、すっかり話が盛り上がって、後は数

え方の話題になった。「じゃあ、イカは何だ？

刀は何だ？タンス何だ？」といろいろ出た。

M氏が「じゃあ爺さん婆さんはどう数える？J

と自慢げに言った。それには皆んなが参って

しまった。降参するとM氏は「爺さん婆さん

の数え方は、一棺、 二棺」

ムムッこのオオパカヤロー！



新潟市渡漫リエ子

平成10年度香の総会と翌日の探鳥会に参加して
ppppppppppppppρ勺f?PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP

5月16・17日、西頚城郡青海町セミナーハウ

スで、毎年楽しみにしている新潟県支部総会

・研修会 ・探烏会が開催されました。

平成7年妙高での総会に初めて参加致しま

したが、笹ヶ峰での探鳥会の感動が忘れられ

ず、その後、日程の許す限り参加させて頂い

ております。

スライドを併用しながらの研修会講演はピ

ギナーである私にとりましては、総てが新鮮

で驚きでもあり、通常の探鳥会では経験でき

ない事です。

今回も総会の次第が順調に進み、引き続き

研修会が開催され、演題は、山本明先生の『メ

ジロ亜種の識別』、笠原勇一先生の 『西頚城地

方（能生町を中心に）鳥類相の特徴』それに、

野生の動物の研究家として（日本を代表され

る権威者）野紫木洋先生による 『西頚城のワ

シタカの （分布繁殖状況）Jなど、貴重な時間

となりました。その後、夕食に引き続き和や

かな懇親会が開催され、夜半過ぎまで野鳥や

野生動物の話等々で盛り上がりました。

翌日朝4:00起床。身支度をしながら、今日

はどんな鳥たちに会えるだろうか、先年、笹

ヶ峰で出会って感動したオオノレリも出てくれ

るだろうか。朝の陽に映えたオオノレリの美し

さ、口を精一杯大きく開けて自己主張してい

るかのように全身で鴫る姿に感動で目頭が熱

くなる思いをした事．など思いを巡らせなが

ら4・：30玄関前に集合。夜来の雨も夜明けと共

に小降りとなり、探鳥日和になることを祈り

つつ出発です。

セミナーハウスから車に分乗して3.Skm程の

倉谷を基点に探鳥観察が開始されました。倉

谷沿いの林道は私にとっては、やや急な上り

でしたが、フォッサマグナの特徴といわれて

いる急峻な渓谷美を愛でながらキツネの足跡

Q
d
 



を見たりカモシカも出てくれることもあるな

ど解説を耳にしながら、爽やかな風を頬に受

けて3～4kmばかりゆっくり探鳥を楽しむこと

ができました。

森の木々の聞からは耳に心地よい野鳥の鴫

り。何時も思う事ですが、これを聴き分けら

れたらどんなに素晴しい事でしょう。ベテラ

ンの方々が輔りの方角を的確に捉え、驚く程

の正確さでフィーノレドスコープに収めて下さ

り、オオノレリも、それに声はすれども姿をな

かなか現わしてくれないウグイスも間近で観

察する事ができました。

次の探鳥地 ・田海ヶ池に向かう頃には抜け

るように澄んだ青空が広がり、絶好の探鳥日

和となりました。

田海ヶ池を見ながら樹木が生い茂る池の畔

を巡りながらの探鳥で、途中、野生の著荷、

湖畔の花々、山野草を楽しみながら野鳥観察

小屋からの帰路、ミサゴが獲物を捕え松の梢

で、盛んに食っている光景が観察できたのは、

初めての体験でした。

「多くの鳥たちよいつまでも元気で生き続

けてネJと心で話し掛けながら探鳥地を後に

し、 8:05宿舎に入りました。野紫木先生の奥

様方によるお心づくしの朝食をご馳走になり、

9: 00から「探鳥会の纏めJ、「事務局報告J、

記念写真の後9:30無事散会となりました。当

日観察された野鳥は別添の通りでした。

野鳥の会に入会して、探鳥の素晴しい感動、

楽しさに加えて各先生方による講演のお話し

の中から、「自然界の生物サイクノレをこわさず

に残す事」の大切さを痛感しながら更に大き

く視野を広げることができました。

日頃ボランティアで活躍なさっておられる

役員の皆様方に心から感謝致します。又、ご

参加の会員の皆様、ほんとうにありがとうご

ざいました。

（私と『烏』との関わりについて 〉

私と鳥との関わりは、カナリヤを飼ってい

た事から始まります。毎日の鳥かご掃除の際

かどから飛び出して、カーテンレーノレを止り

木として、口を精一杯開けて暢り、人の頭上

をかすめて飛び回ったり、指にも止まり、電

話のベノレが鳴ると私より先に電話機の傍に待

ち構えて、会話が始まると耳をそば立ててい

るかの様な仕草で口元を見上げ、話し終える

とサーッと飛び去ってしまう。「ピピJと呼ぶ

と返事をするように階りだすという面白い小

鳥で、家族同様の一員として11年聞を過ごし

ました。その鳥が突然亡くなった頃に前後し

て事務局の本間由紀子さんから『野鳥の会』

の活動のお話しをお聴きして、初めて団体の

内容を識る事ができました。

このような事があって、「家で小鳥を飼うの

はもうよそう。自分から山野に出掛けて、自

然の中で野鳥との出会いを楽しむことにしよ

うJと『日本野鳥の会j新潟県支部に入会さ

せて頂き現在に至っております。今後も皆様

のご指導をお願い致します。

別添資料 H.10. 5.17確認された野鳥 （合計 37種類）
（倉谷）

メジロ ノジコ ホオジロ ハシプトガラス

トピ ヤプサメ オオルリ コルリ
ヒヨドリ キジバ卜 アオゲラ コゲラ
ウグイス サシパ ヤマガラ ホトトギス
キビタキ カケス キセキレイ アオノ〈 卜
ハリオアマツバメ アマツバメ クロツグミ カルガモ
ツツドリ マガモ カワガラス イカル
シジュウカラ

（田海ヶ池）

サンショクイ ミサゴ オオヨシキリ ハシポソガラス
スズメ ハクセキレイ イワツバメ ツノ〈メ

-10-



硲ilt((})8/U~込緑義弘会
上越市土田宏

1998年11月8日、新潟県支部主催の探鳥会が

大潟町の朝日池で行われました。上越地区の

定例探鳥会も合同参加、当日は8時過ぎまで土

砂降りの雨で、参加しょうか止めようかハム

レットの心境でいつも行動を共にする小股さ

んと相談の末とにかく行ってみるだけでもと

出かけたのでした。

なんと、開会の9時雨は上がり10時には青空

も広がり烏合わせの11時には雲ひとつない青

空、太陽の恵で暑くさえ感じる最高の探鳥日

和となりました。

池には要所要所に無粋な釣り人がいてチャー

ムポイントとなっている枯れ木にー羽も鳥が

寄り付かないという悪条件もありましたが、

10時過ぎには食事を終えたヒシクイが三三五

五戻ってきて池も賑わいを見せました。群れ

のなかには、マガンの鼻の白いものまだ白さ

のない全体に黄色の噴のものもまじっており

ました。その上オオヒシクイとはサイズのひ

とまわり小さいヒシクイが並んでいて今まで

はヒシクイと言っていたのがオオヒシクイで

小さいほうがヒシクイだということを知って

驚きました。どんどん帰ってくるので全体で

どれくらいの数になったのか不明でしたが、

大きさと尾の白さの美しいヒシクイに見とれ

ておりました。

カモの仲間もマガモを中心として、各種出

揃い目を楽しませてくれました。上空を見上

げればハヤブサが時折訪問してくれカラス軍

団とチャンチャンバラバラ。この一戦を見て

いたら、それに追い出される形でコミミズク

が上空へ舞い上がりその翼下面の白い模様を

はっきりと見せてくれました。普段はうるさ

いと思うだけのカラス軍団もたまには役に立

つものだと誉めておきます。

なお、未熟者の自分はあっちに出たこっち

に出たという声で、その後を追いかけて確認

するようないつもの探鳥スタイノレですが、ベ

テランのメンバーは池の背後にある田んぼの

方も見ていて、その中でソj、鳥達もしっかり観

察しておられ、最後の烏合わせの時には全然

自分が見ることも聞くこともできなかった各

種の鳥が出たとの報告。どうも何年たっても

自分から見ることのできる鳥達は増加してな

いなあ！との感想も味わった探鳥会でもあり

ました。

当日の参加者は上越地区の人達が24人全体

で40人ほどの参加、出現してくれた鳥達は47

種ということです。当日配布された過去の8年

間の記録を上回る最高記録でした。とても素

敵な探鳥会に参加できて感謝でした。
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作成10年度
；第5回中部ブロツク会議参加報告：
し…叫…
例年、初夏や晩秋に開催されていた中部ブ

ロック会議が今年は盛夏に聞かれることにな

った。鳥を見るのに夏の時期はどうかと思っ

ていたら、石川県支部から詳しい案内が届い

た。今回は3月に行われた本部評議員制度の改

正を受けて、ブロック推薦の評議員とブロ ッ

ク推薦理事の選出という重要な議案が用意さ

れているため、協議を中心に行い、探鳥会は

設定しないという内容になっていた。

さて、今回は新潟県支部も来年プロ ック会

議を開催する予定もあり、例年l～2人の参加

だったが、岡田総務部長、石部評議委員、研

究部の小野島、末崎、事務局から次長の本間

と事務局長の私（桑原）の計6名が参加した。

8月1日、朝、巻ICを9:00に出発して北陸自

動車道を金沢ICで降りて約5時間のドライブの

あと石川県河内村に到着した。

会議は石川県支部長の挨拶のあと、自己紹

介。その後協議に入った。

その結果、ブロック推薦評議員の選出につ

いて評議員制度の改正により中部10県20支部

に割り当てられた評議員は6名で従来の3分の

lになり、支部1名、県1名という形にはならな

くなった。そこで石川県支部の提案は、甲信

越（山梨、長野、新潟） 2名、東海（愛知、岐

阜、三重、静岡） 2名、北陸（富山、石川、福

井） 2名とし、「理事を出す県は除くj という

ものだった。

様々な論議がされたのだが、結論から言う

とすべての支部が都合よく納得する案はなく、

原案賛成となった。 ただし東海地区は会員数

が多いことから、北陸1名、東海3名、甲信越

2名に決定した。また、ブロック推薦理事は回

り巡から東海地区の岐阜から選出することに

なった。

各地区での評議員選出については3地区に別

れて話し合われた結果、平成11年～13年度の

評議委員の甲信越地区は新潟と長野から選出

することになった。

新潟県の評議員については佐渡支部と連絡

をとり協議した結果、当支部より選出される

ことが決定した。また合わせて支部代表者会

準備委員も当支部より選出されることとなっ

た。

また、この評議員制度については対応が不

充分と懸念され、来年度再度検討し、見直し

を行うことを確認した。

夕食ではやっと堅苦しい会から解散され参

加者一同リラックスし、和やかに支部、会員

間での交流が進んだ。おかげで持参した新潟

の地酒も一番早くなくなったように記憶して

いる。

翌朝は各自目覚めた頃に付近を探鳥、散策

をして、 2日目の支部報告が行なわれた。

東京など首都圏支部とは違い、中部ブロッ

クの支部は悩みや問題点など共通した点が多

く、次代を担うリーダーの育成や支部の活性

化など各支部の活動に刺激されたり、参考に

なったりと内容のある会議であった。会の最

後には次回開催支部として石部評議委員から

のメッセージがあり、来年への準備と楽しく

充実した2日間の想いを胸に帰途についた。
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